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懸
け
替
え
た
、
正
に
仙
台
城
茶
室
残
月
亭
の
創
建
者
と
い
え
る
存
在

で
す
。

　

今
回
は
、
宮
床
か
ら
続
く
道
の
先
に
つ
い
て
、
石
州
流
清
水
派
の

茶
室
庭
園
と
と
も
に
考
え
ま
す
。

　

建
築
家
首
藤
尚
丈
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　

郷
六
よ
り
、
さ
ら
に
一
時
間
の
歩
行
で
権
現
森
下
の
綱
木
へ
行
き

…
綱
木
か
ら
根
白
石
の
大
満
寺
へ
と
右
廻
り
に
至
る
。
…
そ
こ
か
ら

山
を
一
つ
越
す
と
、
泉
ヶ
岳
の
裏
の
「
七
つ
森
」
に
至
る
の
だ
が
、

そ
こ
に
は
「
宮
床
」
が
あ
り
…
宮
床
か
ら
さ
ら
に
吉
岡
・
桝
沢
を
経

て
、
色
麻
・
中
新
田
と
行
く
と
岩
出
山
へ
と
至
る
の
で
あ
る
。
…
大

満
寺
か
ら
宮
床
伊
達
家
ま
で
十
二
㎞
の
道
程
で
走
馬
す
れ
ば
三
〇
分

で
あ
る
。
…
さ
ら
に
中
新
田
ま
で
は
、
三
十
四
㎞
あ
る
の
で
大
満
寺

よ
り
一
時
間
三
〇
分
で
名
生
城
に
至
り
、
岩
出
山
ま
で
四
十
五
㎞
で

あ
る
か
ら
、
馬
を
と
ば
せ
ば
、
ほ
ぼ
二
時
間
ぐ
ら
い
で
岩
出
山
城
に

到
着
で
き
る
。
…
こ
の
岩
出
山
に
は
、
岩
出
山
城
と
い
う
伊
達
の
居

城
が
あ
っ
た
。
こ
の
城
に
政
宗
は
仙
台
に
移
る
ま
で
十
二
年
間
居
住

し
た
。
こ
の
城
の
縄
張
り
は
、
「
徳
川
家
康
」
自
ら
榊
原
康
行
（
筆

者
注
：
康
政
）
に
命
じ
て
行
っ
た
と
い
う
か
ら
、
恐
ら
く
当
時
は
、

大
変
な
山
城
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
青
葉
城
の
落
城
後
に
、
第
二
次
戦

を
、
こ
こ
で
行
う
に
は
十
分
な
場
所
で
あ
る
。
…

仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
と
武
家
茶
道
の

茶
室
考
（
二
）

南
よ
り　

吹
き
に
し
風
の　

匂
ひ
き
て

南
よ
り　

吹
き
に
し
風
の　

匂
ひ
き
て  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

涼
し
さ
さ
そ
ふ　

ひ
な
の
す
ま
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

涼
し
さ
さ
そ
ふ　

ひ
な
の
す
ま
ひ
に

（
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
御
詠
）

仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
か
ら
宮
床
へ
の
道
の
先

　

前
回
、
仙
台
城
茶
室
残
月
亭
か
ら
青
葉
山
の
御
裏
林
を
抜
け
郷
六

屋
敷
に
出
、
そ
こ
か
ら
根
白
石
を
経
て
宮
床
へ
至
る
こ
と
に
つ
い
て

詳
細
を
述
べ
ま
し
た
。

　

宮
床
伊
達
家
は
仙
台
藩
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
を
出
し
た
家
で
あ

り
、
吉
村
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
八
月
に
立
石
上
之
茶
亭
を

落
成
し
数
寄
屋
残
月
亭
の
額
を
掲
げ
て
残
月
亭
と
号
し
、
続
い
て
正

徳
四
年
（
一
七
一
四
）
孟
夏
に
扁
額
を
模
刻
し
、
立
石
上
之
茶
亭
に

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派

御
　
供
　
真
　
人
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と
い
う
武
勇
に
名
高
い
両
家
を
置
き
、
宮
床
や
岩
出
山
と
い
っ
た
奥

ま
っ
た
所
に
近
親
を
置
い
た
配
置
に
、
江
戸
幕
府
に
対
す
る
仙
台
藩

の
意
図
が
見
え
る
よ
う
で
す
。

岩
出
山
城
有
備
館
庭
園

　

仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
は
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
八
月
三
日
に

米
沢
城
で
生
ま
れ
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
葛
西
大
崎
一
揆

の
後
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
九
月
二
十
三
日
に
豊
臣
秀
吉
の

奥
州
再
仕
置
に
よ
り
米
沢
か
ら
岩
手
沢
に
本
拠
を
移
す
こ
と
と
な
り
、

秀
吉
の
命
に
よ
り
家
康
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
岩
手
沢
城
を
居
城
と

し
ま
し
た
。
政
宗
公
は
岩
手
沢
に
入
る
と
こ
の
地
を
「
岩
出
山
」
と

改
め
、
仙
台
城
に
移
る
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
ま
で
の
十
二
年
間

本
拠
と
し
ま
し
た
。
朝
鮮
出
兵
や
京
都
で
の
暮
ら
し
が
長
く
、
岩
出

山
城
に
居
た
の
は
わ
ず
か
な
期
間
で
し
た
が
、
仙
台
藩
へ
と
続
く
基

礎
固
め
が
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
出
山
城
は

四
男
宗
泰
に
与
え
ら
れ
岩
出
山
伊
達
家
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

有
備
館
は
、
岩
出
山
伊
達
家
二
代
宗
敏
が
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）

に
岩
出
山
城
二
の
丸
が
焼
失
の
際
造
営
し
た
仮
居
館
（
御
蔭
館
）
が

始
ま
り
で
す
。
現
存
す
る
有
備
館
の
「
御
改
所
（
主
屋
）
」
は
、
宗

敏
の
隠
居
所
と
し
て
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
建
て
ら
れ
た
可
能

　

な
お
、
郷
六
か
ら
宮
床
を
経
て
、
吉
岡
、
色
麻
、
中
新
田
、
岩
出

山
へ
と
続
く
道
は
羽
後
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
仙
台
城
下
か
ら
出
羽
国

庄
内
藩
酒
田
湊
を
結
ぶ
奥
州
街
道
の
脇
街
道
で
す
。
松
尾
芭
蕉
と
曾

良
が
、
岩
出
山
か
ら
鳴
子
の
尿
前
番
所
を
経
て
出
羽
三
山
へ
の
参
詣

に
向
か
っ
た
道
で
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
仙
台
城
か
ら
宮
床
を
経
由
し
岩
出
山
へ
至
る
の
で
し
ょ

う
か
。

宮
床
伊
達
家
と
岩
出
山
伊
達
家

　

そ
の
答
え
が
、
大
和
町
宮
床
宝
蔵
の
展
示
資
料
『
宮
床
領
の
意
味

①
・
「
御
三
家
」
説
』
に
あ
り
ま
す
。
以
下
に
引
用
し
ま
す
。

　

な
ぜ
宮
床
に
伊
達
家
本
家
と
ご
く
近
い
血
筋
の
宮
床
伊
達
家
が
置

か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

幕
府
で
は
徳
川
本
家
と
血
筋
の
近
い
御
三
家
を
置
い
て
、
本
家
に

跡
取
り
が
絶
え
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
将
軍
家
を
迎
え
入
れ
る
方
法
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。
紀
州
徳
川
家
出
身
の
吉
宗
公
が
そ
の
例
で
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
産
物
が
豊
か
で
戦
い
の
時
に
も
守
り
や
す
い
宮
床

に
本
家
と
近
い
血
筋
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
実
際
に
五
代
藩
主
吉
村
公
は
宮
床
か
ら
出
ま
し
た
。

　

江
戸
に
近
い
白
石
に
片
倉
小
十
郎
の
家
、
亘
理
に
伊
達
成
実
の
家
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注
目
す
べ
き
は
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
七
月
二
十
二
日
、
仙
台

藩
主
伊
達
吉
村
が
岩
出
山
の
居
館
に
一
泊
し
、
宗
敏
の
隠
居
所
（
有

備
館
）
に
寄
っ
た
と
記
録
が
あ
り
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
岩

出
山
伊
達
家
四
代
村
泰
が
吉
村
を
も
て
な
す
た
め
に
石
州
流
清
水
派

の
祖
三
世
清
水
道
竿
（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二
～

一
七
三
七
）
に
作
庭
さ
せ
た
こ
と
で
す
。

　

仙
台
城
か
ら
宮
床
を
経
て
岩
出
山
城
へ
至
る
道
が
、
吉
村
の
命
で

三
世
道
竿
が
作
り
あ
げ
た
仙
台
城
茶
室
残
月
亭
と
岩
出
山
城
有
備
館

庭
園
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

庭
園
は
岩
出
山
城
の
断
崖
を
借
景
と
し
た
景
趣
に
富
ん
だ
大
名
庭

園
で
、
中
心
と
な
る
広

大
な
池
の
中
に
御
中

島
、
鶴
ヶ
島
、
亀
子
中

島
、
兜
島
の
四
つ
の
島

を
配
し
、
御
中
島
に
は

茶
亭
が
あ
り
島
に
渡
る

橋
が
架
け
ら
れ
、
南
岸

に
は
出
島
と
い
わ
れ
る

大
小
二
つ
の
半
島
が
突

き
出
て
い
ま
す
。（
図
２
）

性
が
高
い
建
物
で
、
下
屋
敷
と
し
て
も
利
用
さ
れ
「
対
影
楼
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
（
図
１
）

　

本
館
新
築
後
の
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
、
岩
出
山
伊
達
家
三
代

敏
親
が
こ
の
仮
居
館
に
手
を
加
え
て
「
春
学
館
」
と
名
付
け
学
問
所

と
し
、
翌
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
通
学
便
利
な
下
屋
敷
の
あ
っ

た
現
在
地
に
移
築
し
て
「
有
備
館
」
と
名
づ
け
、
以
来
明
治
ま
で
の

一
七
七
年
間
、
郷
学
と
し
て
親
し
ま
れ
藩
校
と
し
て
全
国
で
も
最
古

の
建
物
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

図１　�有備館御改所�
「庭園ガイド」ホームページより引用

図２　�有備館庭園図�
「庭園ガイド」ホームページより引用
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ま
た
、
三
世
道
竿
は
こ
の
庭
園
を
造
る
前
に
岩
出
山
城
下
の
う
ち

上
野
目
の
須
藤
家
、
二
の
構
の
阿
部
家
、
浦
小
路
の
名
取
家
、
上
川

原
町
の
栗
原
家
の
四
家
の
屋
敷
に
作
庭
し
、
又
、
岩
出
山
城
屋
敷
内

（
岩
出
山
高
等
学
校
の
ひ
ょ
う
た
ん
池
付
近
）
に
池
を
試
作
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
『
関
』
二
十
七
号
に
十
一
世
大
泉
道
鑑
師
が
寄
稿
さ
れ
た
「
仙

台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
の
祖
三
世
清
水
道
竿
の
業
績
（
そ
の
２
）

道
竿
の
作
庭
と
伝
わ
る
庭
園
」
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

明
治
維
新
後
の
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
有
備
館
の
御
改
所
と

附
属
屋
は
岩
出
山
伊
達
家
の
居
宅
と
な
り
、
庭
園
と
と
も
に
守
り
伝

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月
二
十
八
日
、

居
宅
と
庭
園
は
「
旧
有
備
館
お
よ
び
庭
園
」
と
し
て
国
の
史
跡
及
び

名
勝
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
岩
出
山
伊
達

家
の
厚
意
に
よ
り
岩
出
山
町
（
現
大
崎
市
）
に
移
管
さ
れ
、
一
般
に

公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

葛
西
大
崎
一
揆

　

岩
出
山
城
の
す
ぐ
近
く
に
名
生
城
（
み
ょ
う
じ
ょ
う　

大
崎
市
古

川
）
が
あ
り
ま
す
。
名
生
城
は
、
古
代
に
は
名
生
館
官
衙
が
置
か
れ
、

　

茶
亭
は
三
世
道
竿
作
と
言
い
伝
え
ら
れ
、
昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）

復
元
で
「
松
花
庵
」
と
呼
ば
れ
、
四
畳
半
一
重
宝
形
造
こ
け
ら
葺
、

南
東
が
庇
付
で
下
は
縁
淵
を
回
し
て
い
ま
す
。
水
屋
は
、
小
二
畳
敷

一
部
簀
子
張
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
３
）

図３　�有備館茶亭「松花庵」�
「旧有備館および庭園ウェブサイト」ホームページより引用
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一
揆
の
後
、
葛
西
氏
・
大
崎
氏
の
旧
臣
の
多
く
は
帰
農
し
郷
士
と

な
り
ま
し
た
。
筆
者
の
伝
承
す
る
武
術
西
法
院
武
安
流
武
者
捕
は
幕

末
か
ら
登
米
辺
室
山
の
郷
士
で
あ
る
柴
田
家
、
千
葉
家
、
袋
地
家
か

ら
多
く
の
伝
承
者
を
輩
出
し
ま
し
た
が
、
辺
室
山
の
郷
士
は
葛
西
氏

旧
臣
の
末
裔
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

佐
沼
城
亘
理
氏
庭
園

　

葛
西
大
崎
一
揆
の
後
、
家
康
は
岩
手
沢
城
の
ほ
か
佐
沼
城
の
普
請

を
行
い
、
政
宗
公
に
岩
手
沢
城
を
居
所
と
す
る
よ
う
勧
め
、
ま
た
、

佐
沼
城
に
湯
目
民
部
景
康
を
配
す
る
よ
う
助
言
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

湯
目
氏
は
後
に
津
田
氏
と
改
姓
し
、
七
代
丹
波
定
康
ま
で
こ
の
地
を

支
配
し
ま
し
た
。
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
、
七
代
藩
主
伊
達
重
村

の
不
興
を
被
っ
て
所
領
没
収
・
改
易
と
な
り
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）

に
亘
理
伯
耆
倫
篤
が
移
さ
れ
、
以
後
亘
理
氏
の
居
城
と
な
り
、
現
在

は
本
丸
・
二
ノ
丸
の
一
部
が
鹿
ヶ
城
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
沼
城
の
西
側
に
隣
接
し
た
高
台
に
あ
る
庭
園
は
三
世
道
竿
の
作

庭
に
よ
る
露
地
（
茶
庭
）
と
伝
え
ら
れ
、
岩
出
山
城
に
続
い
て
津
田

氏
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
茶
室
等
の
一
部
の
修
復
は
あ
る
も
の
の
、
作
庭
当
時
の
旧

態
を
保
持
し
て
お
り
、
庭
園
か
ら
望
む
佐
沼
城
の
堀
池
の
上
段
に
配

中
世
に
は
奥
州
探
題
の
大
崎
氏
の
居
城
で
し
た
。

　

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
十
月
十
六
日
、
秀
吉
が
封
じ
た
新
大
名

木
村
吉
清
の
苛
政
に
対
し
葛
西
氏
・
大
崎
氏
の
旧
臣
等
が
一
揆
を
起
こ

し
、
大
崎
氏
旧
臣
が
名
生
城
、
岩
手
沢
城
、
宮
崎
城
（
加
美
町
）
等
を
、

葛
西
氏
旧
臣
が
葛
西
氏
居
城
で
あ
っ
た
寺
池
城
（
登
米
市
登
米
町
）

を
占
拠
し
て
拠
点
と
し
ま
し
た
。
吉
清
父
子
は
佐
沼
城
（
登
米
市
迫
町
）

に
籠
城
、
同
年
十
一
月
二
十
四
日
に
政
宗
公
に
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
沼
城
は
再
び
一
揆
勢
が
取
り
返
し
、
激
し
い
戦
い
が
続
き
ま
し

た
が
、
翌
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
七
月
二
日
、
伊
達
勢
に
よ
り

落
城
、
こ
こ
に
一
揆
は
終
結
し
ま
し
た
。
（
図
４
）

図４　�葛西領・大崎領�
「郷土歴史探訪」ホームページより引用
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置
さ
れ
、
堀
池
と
そ
の
奥
に
城
下
町
の
風
景
を
借
景
と
し
、
ま
た
、

庭
内
の
飛
石
や
敷
石
を
主
体
と
し
た
簡
素
な
構
成
に
は
仙
台
藩
茶
道

頭
と
し
て
の
作
庭
者
の
心
境
が
伺
わ
れ
ま
す
。
庭
園
内
植
栽
の
中
で

最
も
目
立
つ
の
は
庭
の
中
央
に
主
木
と
し
て
作
庭
時
に
植
え
ら
れ
た

と
見
え
る
赤
松
で
、
見
事
な
樹
姿
を
保
っ
て
い
ま
す
。
（
図
５
）

　

庭
園
及
び
建
物
は
亘
理
家
よ
り
佐
沼
町
（
当
時
）
に
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
十
月
寄
贈
を
受
け
、
現
在
は
登
米
市
に
よ
り
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

東
奥
老
子
夜
話
・
木
村
右
衛
門
覚
書
に
見
る
仙
台
御
陣
御
内
試

　

四
代
藩
主
伊
達
綱
村
の
時
代
、
元
禄
か
ら
享
保
に
至
る
こ
ろ
に
仙

台
藩
士
で
あ
っ
た
者
が
藩
内
の
古
い
文
献
や
伝
聞
を
集
め
て
書
き
残

し
た
『
東
奥
老
子
夜
話
』
に
は
「
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
、
大
坂

御
陣
落
居
以
後
、（
将
軍
家
）
仙
台
出
馬
の
由
に
て
御
陣
触
れ
御
座
候
」

「
仙
台
御
陣
の
御
触
に
付
、
御
内
試
の
事
」
と
あ
り
ま
す
。
元
和
元

年
（
一
六
一
五
）
五
月
八
日
に
大
坂
城
が
落
城
し
て
豊
臣
家
が
滅
亡

し
た
翌
年
、
つ
ま
り
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
十
七
日
に
家

康
が
没
し
た
の
ち
、
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
が
仙
台
の
政
宗
公
を
成
敗

す
る
べ
く
軍
勢
を
催
す
と
い
う
噂
が
流
れ
、
仙
台
防
衛
作
戦
構
想
を

立
て
さ
せ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
同
時
代
の
諸
大
名
の
書

図５　佐沼城亘理氏庭園「登米市歴史博物館」ホームページより引用
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そ
の
内
容
は
領
境
防
衛
作
戦
で
あ
り
、
先
ず
正
面
と
な
る
南
方
面

の
う
ち
、
太
平
洋
沿
岸
の
浜
通
り
は
、
亘
理
の
伊
達
成
実
と
角
田
の

石
川
大
和
に
駒
ヶ
嶺
、
新
地
を
固
め
さ
せ
、
阿
武
隈
川
河
口
を
「
最

後
所
（
最
終
防
衛
線
）
」
と
し
ま
す
。

　

幕
府
軍
主
力
が
奥
州
街
道
を
進
撃
す
る
中
通
り
の
福
島
筋
は
、
白

石
の
片
倉
小
十
郎
に
、
丸
森
の
西
南
の
山
の
内
の
阿
武
隈
川
を
堰
き

止
め
さ
せ
、
福
島
平
野
を
水
浸
し
に
し
て
通
行
不
能
と
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
東
日
本
台
風
の
阿
武
隈
川
流
域

浸
水
域
と
重
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
越
河
（
こ
す
ご
う
）
に
張
り
番

を
出
さ
せ
て
斎
川
を
防
衛
線
と
し
ま
す
。

　

西
方
面
の
う
ち
、
米
沢
筋
（
上
杉
勢
）
は
白
石
城
を
拠
点
に
七
ヶ

宿
街
道
の
関
、
渡
瀬
、
戸
沢
筋
を
固
め
、
最
上
筋
は
笹
谷
峠
を
固
め

ま
す
。

　

北
方
面
の
奥
勢
（
南
部
勢
）
に
対
し
て
は
、
伊
沢
（
胆
沢
）
よ
り

北
を
金
ヶ
崎
城
（
岩
手
県
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
）
の
留
守
氏
に
抑
え
さ

せ
ま
す
。

　

『
東
奥
老
子
夜
話
』
に
は
領
境
の
防
衛
線
を
突
破
さ
れ
た
後
の
作

戦
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
「
さ
て
仙
台
川
を
藤
塚
・
閖
上
辺
に
て
せ

き
留
、
藤
塚
へ
番
勢
を
被
指
置
（
名
取
川
河
口
の
藤
塚
（
仙
台
市
若

林
区
）・
閖
上
（
名
取
市
）
で
堰
き
止
め
て
名
取
川
一
帯
を
氾
濫
さ
せ
、

簡
等
で
も
、
次
の
と
お
り
確
認
で
き
ま
す
。

　

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
一
月
十
一
日
付
け
、
江
戸
の
細
川
忠
興

か
ら
国
元
九
州
小
倉
に
い
る
息
子
細
川
忠
利
あ
て
書
状
「
政
宗
之
事
、

今
に
色
々
申
し
候
、
雑
説
と
も
誠
と
共
知
れ
申
さ
ず
候
、
内
々
陣
用

意
然
る
べ
く
候
（
政
宗
に
つ
い
て
真
偽
不
明
の
噂
が
あ
る
。
内
々
に

「
陣
」
の
用
意
を
し
て
お
く
よ
う
に
）
」
。

　

一
六
一
六
年
二
月
二
十
九
日
（
元
和
二
年
一
月
二
十
三
日
）
付
け

平
戸
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ッ
ク
ス
の
『
イ
ギ
リ
ス

商
館
長
日
記
』「
皇
帝
（
家
康
）
と
彼
の
息
子
で
、
義
父
マ
サ
モ
ネ
（
政

宗
）
殿
の
後
ろ
盾
を
受
け
て
い
る
カ
ル
サ
（
松
平
上
総
介
忠
輝
）
様

の
間
に
戦
争
が
起
こ
り
そ
う
だ
」
。

　

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
二
月
六
日
、
長
州
の
毛
利
輝
元
よ
り
江

戸
の
家
臣
あ
て
書
状
「
奥
州
表
御
出
陣
之
様
、
世
上
風
聞
候
、
事
実

候
は
其
方
よ
り
可
申
越
と
存
候
て
有
之
事
候
、
具
承
度
候
（
将
軍
が

奥
州
表
に
出
陣
す
る
と
い
う
風
聞
が
あ
る
。
事
実
か
ど
う
か
確
認
し

て
詳
し
い
情
報
を
送
る
よ
う
に
）
」
。

　

政
宗
公
の
小
姓
が
記
録
し
た
『
木
村
右
衛
門
覚
書
』
に
も
、
政
宗

公
は
将
軍
家
の
真
意
を
確
か
め
る
た
め
家
来
百
四
十
五
名
と
共
に
江

戸
に
出
向
き
、
弁
明
の
た
め
家
康
の
居
る
駿
河
ま
で
馳
せ
上
り
つ
つ
、

万
が
一
に
備
え
て
仙
台
防
衛
作
戦
構
想
を
命
じ
た
と
あ
り
ま
す
。
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こ
と
が
難
し
い
険
し
い
難
所
）
」
「
遠
島
（
江
島
（
女
川
町
）
）
入
口

隘
路
二
口
（
雄
勝
（
石
巻
市
）
・
女
川
（
女
川
町
）
）
御
座
候
」
「
何

も
大
切
所
（
大
難
所
）
に
て
人
数
押
入
候
事
、
成
か
た
き
地
形
に
御

座
候
」
で
あ
る
牡
鹿
半
島
を
最
後
の
砦
と
し
時
節
を
待
つ
持
久
戦
を

行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
武
運
拙
く
敗
れ
た
時
は
「
松
島
瑞
巌
寺
御
取
立
の
事
」「
御

運
命
尽
き
た
時
は
御
最
後
之
場
と
の
思
召
」
と
し
て
、
景
勝
の
地
で

あ
り
古
代
か
ら
の
霊
場
で
あ
る
松
島
に
入
り
、
瑞
巌
寺
で
切
腹
す
る
、

伊
達
者
ら
し
い
戦
略
で
し
た
。

　

そ
う
見
せ
か
け
て
月
浦
か
ら
メ
キ
シ
コ
、
ロ
ー
マ
に
出
帆
し
た
支

倉
常
長
の
ご
と
く
、
三
陸
沿
岸
よ
り
蝦
夷
地
や
海
外
へ
脱
出
し
再
起

を
図
る
、
と
い
う
政
宗
公
ら
し
い
雄
大
な
説
も
あ
り
ま
す
。

仙
台
御
陣
御
内
試
と
北
上
川

　

登
米
伊
達
家
初
代
白
石
（
伊
達
）
相
模
宗
直
は
登
米
寺
池
城
主
と

な
り
、
城
下
町
づ
く
り
と
新
田
開
発
の
た
め
、
慶
長
十
五
年
（
一
六 

一
〇
）
に
登
米
市
中
田
町
水
越
地
点
を
締
切
り
、
北
上
川
を
二
股
川

の
河
道
に
導
き
ま
す
。
宗
直
の
名
に
よ
り
「
相
模
土
手
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
（
図
６
、
７
）

　

そ
の
後
、
仙
台
領
産
米
を
石
巻
に
集
め
、
江
戸
に
廻
米
し
藩
財
政

藤
塚
に
警
備
部
隊
を
配
置
）
」
、
「
御
裏
林
よ
り
砂
押
へ
御
馬
を
被
出
。

砂
押
御
鉄
砲
蔵
の
南
の
山
。
に
か
峯
に
御
旗
を
被
出
。
御
対
陣
可
被

成
と
の
御
内
試
に
て
。
（
後
に
残
月
亭
が
置
か
れ
る
二
ノ
丸
よ
り
御

裏
林
を
抜
け
る
間
道
を
使
い
、
砂
押
と
三
神
峯
（
何
れ
も
仙
台
市
太

白
区
）
に
出
て
本
陣
を
置
く
と
の
作
戦
計
画
で
あ
る
）」
と
あ
り
ま
す
。

政
宗
公
の
隠
居
所
「
仙
台
屋
敷
構
」
と
称
し
て
築
城
し
た
若
林
城
（
仙

台
市
若
林
区
）
は
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
に
よ
れ
ば
「
仙
台
の
入
口
、

海
道
（
街
道
）
の
見
付
に
は
残
所
な
く
見
ゆ
る
出
丸
な
り
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
三
神
峯
と
若
林
城
を
東
西
の
出
城
に
、
名
取
川
を
外
堀

と
す
る
仙
台
城
防
衛
陣
を
構
築
し
敵
主
力
を
拘
束
し
ま
す
。
そ
し
て

仙
台
城
の
御
裏
林
よ
り
別
動
隊
を
出
し
、
現
在
の
東
北
自
動
車
道
沿

い
に
坪
沼
、
菅
生
、
村
田
を
南
下
す
る
林
子
平
先
生
が
よ
く
使
っ
た

裏
街
道
よ
り
、
奥
州
街
道
と
阿
武
隈
川
の
水
陸
交
通
が
集
ま
る
要
所

で
あ
る
大
河
原
や
槻
木
等
で
補
給
路
を
撃
ち
、
ま
た
、
敵
主
力
の
背

後
よ
り
挟
み
撃
ち
に
す
る
作
戦
で
す
。

　

更
に
仙
台
城
を
落
と
さ
れ
た
場
合
は
、
「
御
戦
場
よ
り
直
に
桃
生

郡
横
川
、
追
波
（
い
ず
れ
も
北
上
川
河
口
）
の
湊
へ
御
引
入
」
れ
、

北
上
川
の
船
を
引
き
取
り
、
「
葛
西
大
崎
の
如
く
、
百
姓
一
揆
を
御

起
こ
さ
せ
」
遊
撃
戦
で
消
耗
さ
せ
、
機
を
見
て
「
無
二
の
御
合
戦
」

を
仕
掛
け
る
か
、
ま
た
は
「
敵
押
入
事
難
叶
切
所
（
敵
が
侵
入
す
る
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の
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
政
宗
公
は
川
村
孫
兵
衛
に
命
じ
て
河
口

石
巻
を
中
心
と
す
る
内
陸
水
運
網
の
整
備
に
当
た
ら
せ
ま
す
。
孫
兵

衛
は
短
台
地
峡
を
開
削
し
て
江
合
川
を
迫
川
と
合
流
さ
せ
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
仙
台
陣
の
噂
が
流
れ
た
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
こ
と
で
す
。

次
い
で
元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
よ
り
神
取
山
地
峡
を
開
削
し
て
北

上
川
を
迂
回
さ
せ
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
北
上
川
・
迫
川
・

江
合
川
の
三
川
合
流
と
い
う
大
工
事
を
仕
上
げ
ま
す
。（
図
８
、９
）

　

旧
北
上
川
と
江
合
川
が
合
流
す
る
要
所
、
神
取
山
に
隣
接
す
る
高

須
賀
（
石
巻
市
桃
生
町
）
に
は
、
遠
藤
家
を
頭
と
す
る
直
参
足
軽
が

置
か
れ
ま
し
た
。
筆
者
は
二
十
数
年
前
、
高
須
賀
の
白
髭
神
社
の
直

会
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
に
、
遠
藤
家
ご
当
主
よ
り
「
高
須

賀
足
軽
は
、
平
時
に
は
桃
生
郡
は
も
ち
ろ
ん
、
北
上
川
河
口
の
石
巻

の
湊
で
騒
動
が
あ
れ
ば
船
で
下
り
警
固
を
行
い
、
い
ざ
戦
と
な
れ
ば

藩
公
を
守
り
前
線
を
担
う
任
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
」
と
伺
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
「
藩
境
で
も
な
い
桃
生
が
何
故
前
線
な
の

か
」
と
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
が
、
こ
の
高
須
賀
の
伝
承
こ
そ
仙
台

御
陣
御
内
試
の
証
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

仙
台
城
落
城
の
折
は
、
仙
台
城
残
月
亭
か
ら
脱
出
し
、
奥
州
街
道

沿
い
に
岩
出
山
城
と
佐
沼
城
へ
敵
主
力
を
釣
り
上
げ
拘
束
し
つ
つ
、

登
米
寺
池
城
よ
り
北
上
川
を
下
り
雄
勝
・
女
川
に
本
陣
を
据
え
、
登

図６　�伊達相模宗直の工事後�
「北上川の概要と歴史」�
ホームページより引用

図７　�現在の米谷大橋付近�
「北上川の概要と歴史」ホームページより引用
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米
寺
池
城
や
桃
生
等
を
拠
点
に
、
北
上
川
・
迫
川
・
江
合
川
・
鳴
瀬

川
流
域
や
伊
豆
沼
・
品
井
沼
等
の
河
川
湖
沼
の
水
上
交
通
を
利
用
し
、

「
葛
西
大
崎
の
如
く
百
姓
一
揆
を
御
起
こ
さ
せ
」
遊
撃
戦
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

仙
台
藩
領
の
茶

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
仙
台
御
陣
御
内
試
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

そ
の
舞
台
と
な
る
仙
台
藩
領
は
、
寒
冷
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
茶
の

産
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
触
れ
て
み

ま
す
。
政
宗
公
が
、
領
内
に
茶
の
樹
を
植
え
さ
せ
、
茶
作
り
に
力
を

注
ぎ
、
大
名
茶
人
の
桑
山
貞
晴
に
国
元
で
栽
培
し
た
茶
を
送
り
「
奥

州
の
宇
治
と
思
し
召
し
に
な
る
で
し
ょ
う
。
お
か
し
い
こ
と
で
す
」 

と
述
べ
た
書
状
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
仙
台
市
史
資
料
編　

伊
達

政
宗
文
書
番
号
一
九
五
七
）

　

先
ず
は
仙
台
城
下
。
筆
者
の
母
校
宮
城
県
仙
台
第
一
高
等
学
校
（
仙

台
一
高　

仙
台
市
若
林
区
）
の
住
所
は
、
元
茶
畑
。
連
坊
小
路
の
南

側
、
柴
田
町
の
西
側
、
東
南
む
き
の
斜
面
に
沿
っ
た
陽
当
た
り
の
い

い
場
所
で
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
頃
か
ら
茶
の
木
が
植
え
ら

れ
て
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
ま
で
藩
の
茶
畑
と
し
て
使
わ
れ
、
畑

の
中
を
孫
兵
衛
堀
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
茶
畑
廃
止
後
は
侍
屋
敷
に

図８　�川村孫兵衛の工事後�
「北上川の概要と歴史」�
ホームページより引用

図９　�現在の神取橋付近�
「北上川の概要と歴史」ホームページより引用
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近
く
の
坂
の
上
に
茶
畑
が
広
が
り
「
富
谷
茶
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
仙
台
を
起
点
に
蝦
夷
松
前
（
現
在
の
北
海
道
松
前
町
）
ま

で
の
宿
場
を
歌
に
し
た
『
奥
道
中
歌
』
で
「
国
分
の
町
よ
り
こ
こ
へ

七
北
田
（
な
な
き
た
）
よ　

富
谷
茶
の
ん
で
味
は
吉
岡
（
よ
し
お
か
）」

と
詠
わ
れ
た
よ
う
に
、
奥
州
街
道
を
往
来
す
る
旅
人
が
富
谷
茶
を
楽

し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
製
茶
は
品
質
も
よ
く
、
仙
台
藩
主

へ
献
上
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
京
都
ま
で
出
荷
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
高
須
賀
の
あ
る
桃
生
。
昼
夜
の
寒
暖
差
か
ら
霧
が
か
か
り

や
す
い
北
上
川
の
川
沿
い
で
古
く
か
ら
茶
の
栽
培
が
行
わ
れ
、
「
北

の
お
茶
所
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
と
云
い
ま
す
。
一
般
的
に
新
茶
の
時

期
は
「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
」
で
有
名
な
と
お
り
立
春
か
ら

八
十
八
日
目
で
す
が
、
寒
冷
地
の
桃
生
で
は
五
月
中
旬
頃
の
百
八
日

目
に
収
穫
を
行
う
た
め
、
「
百
八
茶
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

百
八
歳
が
「
茶
寿
」
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
物
と
し
て
も
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
統
計
で
は
、
旧
仙
台
藩
領
で
あ
る
宮

城
県
の
お
茶
は
全
国
四
位
の
生
産
量
を
誇
り
ま
し
た
が
、
機
械
化
が

進
ま
ず
、
明
治
・
大
正
の
頃
か
ら
生
産
力
の
あ
る
地
の
お
茶
に
押
さ
れ
、

次
第
に
生
産
量
は
減
り
、
生
産
農
家
も
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

な
っ
て
元
茶
畑
と
い
う
地
名
と
な
り
、
茶
畑
だ
っ
た
所
は
東
半
分
が

仙
台
一
高
の
敷
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
吉
村
出
身
の
宮
床
の
近
く
の
富
谷
宿
。
映
画
『
殿
、
利
息
で

ご
ざ
る
』
の
舞
台
と
な
っ
た
吉
岡
宿
と
七
北
田
宿
の
間
に
あ
る
宿
場

町
で
す
。
（
図
10
）

　

映
画
で
も
、
瑛
太
演
じ
る
吉
岡
宿
の
茶
師
、
菅
原
屋
篤
平
治
が
茶

を
栽
培
し
銘
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
、
富
谷
は
お
茶
の
産
地
で
し
た
。
現
在
の
内
ヶ
崎
家
別
邸

図10　�奥州街道の宿場町�
「奥州街道とその繁栄を支えた宿場の光と影」
ホームページより引用
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同
様
に
、
政
宗
公
の
葛
西
大
崎
一
揆
の
経
験
を
踏
ま
え
た
仙
台
領

の
防
衛
戦
略
を
受
け
継
い
だ
吉
村
が
、
政
宗
公
が
隠
居
所
「
仙
台
屋

敷
構
」
と
し
て
若
林
城
を
築
い
た
よ
う
に
、
富
国
強
兵
策
の
一
環
と

し
て
、
仙
台
城
、
岩
出
山
城
、
佐
沼
城
の
茶
室
庭
園
作
り
を
三
世
道

竿
に
命
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

更
に
云
え
ば
、
家
康
が
普
請
し
幕
府
に
手
の
内
を
知
ら
れ
て
い
る

岩
出
山
城
と
佐
沼
城
は
改
修
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
そ
れ
は
三
世
道
竿
が
有
備
館
庭
園
と
亘
理
氏
庭
園
を
城
の
出
丸

と
な
る
位
置
に
作
庭
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
ま
す
。

参
考
文
献
（
五
十
音
順
）

『�

阿
武
隈
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
中
間
と
り
ま
と
め
】
』

阿
武
隈
川
上
流
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会
・
名
取
川
・

阿
武
隈
川
下
流
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会 

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
十
二
月
二
十
六
日

『�「
奥
州
の
竜
」
伊
達
政
宗　

最
後
の
戦
国
大
名
、
天
下
人
へ
の
野
望

と
忠
誠
』 

佐
藤
貴
浩　

角
川
新
書　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）

『�

奥
の
細
道　

他
四
編
』　

麻
生
磯
次
訳
注　

旺
文
社
文
庫 

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

し
か
し
現
在
、
富
谷
茶
や
桃
生
茶
等
、
仙
台
藩
領
の
お
茶
が
再
興
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
（
図
11
）

ま
と
め

　

仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
の
創
建
者
で
あ
る
五
代
藩
主
吉
村
は
、

藩
祖
政
宗
公
の
内
陸
水
運
整
備
策
を
受
け
継
ぎ
、
仙
台
藩
領
産
の
米

を
水
運
に
よ
り
北
上
川
河
口
の
石
巻
湊
に
集
め
、
江
戸
に
廻
漕
し
て

換
金
す
る
買
米
仕
法
を
再
編
強
化
す
る
こ
と
で
、
藩
財
政
を
一
気
に

好
転
さ
せ
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
十
八
世
紀
初
め
か
ら
中
頃

に
か
け
て
の
江
戸
市
中
に
出
回
っ
た
米
の
ほ
と
ん
ど
が
、
仙
台
産
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

図11　�伊達茶� �
映画『殿、利息でござる！』の
主人公穀田屋十三郎のご子孫が
営んでいる吉岡の穀田屋で販売
されている桃生産のお茶
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仙
台
市
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通
史
編
５
〔
近
世
３
〕
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仙
台
市　

 

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）

『
仙
台
市
史
特
別
編
７
城
館
』　

仙
台
市　

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

『�

伊
達
家
治
家
記
録
』　

宝
文
堂 

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
年
）
～
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）

『�

茶
の
湯
文
化
学
』
三
十
三
号　

十
世
大
泉
道
鑑
・
十
一
世
大
泉
道
鑑 

茶
の
湯
文
化
学
会　

「
『
動
閑
茶
湯
書
』
の
解
読
と
校
注
（
そ
の
一
）

『
露
地
之
書
』
」　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

『�

茶
の
湯
文
化
学
』
三
十
七
号　

十
世
大
泉
道
鑑
・
十
一
世
大
泉
道
鑑 

茶
の
湯
文
化
学
会　

「『
動
閑
茶
湯
書
』（
そ
の
二
）『
茅
葺
數
寄
屋
寸

法
』
」　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）

『�

政
宗
の
黄
金
の
城
（
ま
ち
）
』　

首
藤
尚
丈　

プ
レ
ス
ア
ー
ト 

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

『�

宮
城
県
の
名
勝
に
関
す
る
特
定
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』 

文
化
庁
・
宮
城
県
教
育
委
員
会　

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

映
画
『
殿
、
利
息
で
ご
ざ
る
！
』　

中
村
義
洋
監
督　

磯
田
道
史
原
作

 
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

講
演
『
政
宗
の
謀
反
の
噂
と
若
林
城
』　

東
北
大
学
名
誉
教
授
平
川
新

 

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
十
月
六
日

展
示
資
料
『
宮
床
領
の
意
味
①
・
「
御
三
家
」
説
』　

宮
床
宝
蔵

『�

関
』
二
十
七
号　

十
一
世
大
泉
道
鑑　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会

「
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
の
祖
三
世
清
水
道
竿
の
業
績
（
そ
の

２
）
道
竿
の
作
庭
と
伝
わ
る
庭
園
」　

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

『�

関
』
三
十
一
号　

御
供
真
人　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会 

「
仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
と
石
州
流
清
水
派
」 

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

『�

関
』
三
十
二
号　

御
供
真
人　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会 

「
仙
台
城
茶
室
「
残
月
亭
」
と
武
家
茶
道
の
茶
室
考
」 

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）

『�

清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』 

十
世
大
泉
道
鑑　

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）

『�

柔
術
西
法
院
武
安
流
武
者
捕
』　

柴
田
茂 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

『�

戦
国
日
本
と
大
航
海
時
代
―
秀
吉
・
家
康
・
政
宗
の
外
交
―
』 

平
川
新　

中
央
文
庫　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）

『�

仙
台
市
指
定
有
形
文
化
財
旧
姉
歯
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住
宅
茶
室
「
残
月
亭
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修
復

工
事
報
告
書
』　

仙
台
市
（
受
託
者
：
佐
藤
巧
古
建
築
研
究
会
）�

 

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
年
）

『�

仙
台
市
史
資
料
編
10
伊
達
政
宗
文
書
１
～
４
』　

仙
台
市 

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）
～
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
奥
州
街
道
と
そ
の
繁
栄
を
支
え
た
宿
場
の
光
と
影
』

 
ま
っ
ぷ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
北
上
川
の
概
要
と
歴
史
』

 

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
北
上
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下
流
河
川
事
務
所

ホ
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ム
ペ
ー
ジ
『
北
上
川
の
歴
史
』

 

国
土
交
通
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一
関
防
災
セ
ン
タ
ー
北
上
川
学
習
交
流
館

ホ
ー
ム
ペ
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ジ
『
旧
有
備
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お
よ
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園
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
』

 

大
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市
教
育
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員
会
文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
郷
土
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史
探
訪
』　
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史
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楽
部

ホ
ー
ム
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ー
ジ
『
町
名
に
見
る
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下
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』　

 

仙
台
市
若
林
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役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

ホ
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ム
ペ
ー
ジ
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庭
園
ガ
イ
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新
日
本
三
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１
０
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選 

事
務
局
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ム
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ー
ジ
『
富
谷
し
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富
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プ
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市
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物
館
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ジ
『
宮
城
の
庭
園
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一
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社
団
法
人
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造
園
建
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業
組
合


